
資料 ３ 

社会福祉法人送迎車の活用について（トライアル運行） 

 

１．実施概要 

 令和 8年 4月 25 日（土）に開催された播磨町春の一大イベント「はりま春風フェ

ス」において、社会福祉法人「知足会あえの里（所在：播磨町北古田）」（以下「あえの

里」という。）の施設利用者送迎車両を活用して、町内の公共交通空白地（今回は古田・

大中地域）の高齢者等交通弱者の移動支援として実施。 

 

２. 利用者の選定 

 今回の対象区域（古田・大中地域）内に立地している、地域のコミュニティセンタ

ー（西部コミュニティセンター）へ相談を行い、コミセン区内で、今回のイベント会

場より一番距離が離れている自治会（古田西自治会）のなかで、外出機会を逸してい

る高齢等の方 4名（内 1名は車椅子利用者の介助者 1名）を、地元自治会より選定。 

 

３．当日の利用状況 

 4 名全員が、同時間に利用。 

 ・当日運行ルート 施設→利用者宅（自宅前）→イベント会場 ＊帰路は逆 

 ・当日利用者は、イベント会場に約 1時間強滞在 

（午前 10時 15 分会場到着→午前 11 時 40 分頃会場出発） 

（参考 送迎車両情報）           

・ハイエース１台（乗車人数６名（運転手除く）、車椅子２台まで乗車可） 

 

４．利用者の声  

（利用者アンケートを実施） 

利用者全員が大変満足されており、今後も機会があれば利用したい声もいただい

た。 

 

５．今後予定 

今回のトライアル運行については、運転手を含めて全て法人側で手配いただいた 

ことで、安全面を確保した運行を実施することができた。 

トライアル運行実績を踏まえて、当該対象区域（古田・大中地域）内での、他の地

域イベントで同様の取組ができないか、また、当該法人の送迎車両の空き時間を活用

した取組を、町内公共交通空白地展開していけないか、継続して検討する。 
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資料 ３ 

 

 令和 8年 4月 25 日 はりま春風フェス時の写真 
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あえの里送迎車両活用によるトライアル運行利用アンケートについて 

（R8.4.25 はりま春風フェス時利用者 4名へ依頼し、4名回答） 

 

１ 今回のトライアル運行の利用満足度は、どの程度ですか？ 

  ①大変満足→4名 ②やや満足 ③ふつう ④やや不満 ⑤大変不満 

 

２ 今後も、このような機会があれば、利用されたいですか？ 

  ①是非利用したい→2名 ②都合が合えば利用したい→2名 ③利用したくない 

 

３ 普段外出時における主な移動手段は、何ですか？（＊複数回答可能 2 名複数選択） 

  ①徒歩→1名 ②自転車 ③バイク ④車→2名 ⑤タクシー→2名 ⑥バス 

  ⑦その他（車椅子）→1名 

 

４ 普段外出をされる際に、課題や不安となることはありますか？ 

  ①ある→3名 ②ない→1名 

  ＊「①ある」を選択された場合は、その理由を可能な範囲で教えてください 

 （Aさん：雨の日は足がすべるかなと思う・タクシーが電話しても長く待たされる ） 

 （Bさん：トイレの心配・体調が悪くなったらどうしようと思う） 

 （Cさん：安全運転を心掛けているが、万が一の事故） 

５ 路線バスや電車を利用される頻度は、どの程度ですか？ 

  ①週３回以上 ②週１回程度 ③月１～２回→1名 ④数か月に１回  

⑤半年に１回→1名 ⑥１年に１回→1名 ⑦利用しない→1名 

６ 今回の利用をとおして、ご意見やご質問があればお願いします。 

（公共交通全般にかかるご意見でも結構です） 

 

A さん：普段は家と病院との往復が多く、とても良い気晴らしになりました 
B さん：大中遺跡公園に何十年かぶりに行きました。毎年イベントがあるのは知っ
ていましたが、行けてなかったので、今回こういった企画・機会を頂けて大変感謝
しています。ありがとうございました。 
 タクシー券ありがたいです。 
 免許返納後の交通移動が大変とよく聞きます。地域コミュニティバスなどを運行
してほしい。 
C さん：今回母親と皆さんと楽しい時間を過ごせました。ありがとうございます。 
 企業送迎バスを一般市民にも利用できるようにならないか。 
D さん：春風フェスや大中遺跡まつりがあるのは知っていたが、参加したことがな
く、今回初参加を楽しみにしていた。ありがとうございます。 
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ご協力ありがとうございました 

播磨町 都市計画課 

（ 079-435-2366） 
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【参考】令和 7 年度第 2 回活性化協議会（Ｒ8 年 2 月 19 日） 資料  

社会福祉法人送迎車両の活用について 

 

１．経緯 

令和７年７月、町内の社会福祉法人「知足会あえの里（所在：播磨町北古田）」（以下

「あえの里」という。）から、あえの里の施設利用者送迎車両を、地域貢献に活用できな

いかと本町（健康福祉課）へ打診。 

具体的活用方法を検討するため、令和７年８月以降、公共交通所管課である都市計画課

によるヒアリングや打合せを実施。 

 

２. 事業の目的 

あえの里による地域貢献事業として、町内の公共交通空白地（今回対象地域：古

田・大中地域）における高齢者等交通弱者の移動支援を行う。 

 

３．車両情報等 

・ハイエース１台（乗車人数６名（運転手除く）、車椅子２台まで乗車可） 

・月曜日～土曜日の１０時～１５時のみ利用可能（送迎車両の空き時間） 

 

４．活用方法（仮） 

あえの里の施設利用者が参加する町内イベントに、下肢の障害等、移動に対する不

安から外出機会を逸している方を対象とし、対象者の自宅とイベント会場（町内）へ

の送迎を、あえの里の施設利用者送迎車両の空席を利用して行う。 

 

５．今後予定 

令和８年４月下旬に開催予定の「はりま春風フェス」にてトライアル運行実施予

定。 

送迎対象者の募集及び選定は、送迎可能人数の制限・対象者の送迎必要性の判断に

鑑み、イベントチラシ等に掲載はせず、個別（地域のコミュニティセンターや民生委

員等の協力）により対象者を選定する。 

トライアル運行実施状況を踏まえて、今後の計画を検討。 
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